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Study on the Causes of Human Casualties Due to Recent Earthquakes 
が発生した場合には火災によるものであった。
の地震における死亡者と負傷者の数は表 1で示している
and MrCHIO MIY ANO 
呂
























明治以降で20人を超える死亡者を生じた地震 I)・ 2) 表 1
. 
8・. .・
地震 名 発生年月日 時 刻 M 死亡者 負傷者 全嬢 半 場 焼 失 流失
浜田 1872. 3. 14 16 : 39 7.1 552 571 4762 5429 230 
濃尾 1891. 10. 28 6 : 38 7.9 7273 17175 142177 80184 7551 
東京湾北部 1894. 6. 20 14 : 04 7.0 24 157 22 68 
庄内 1894. 10. 22 17 : 33 6.8 726 987 3858 2397 2148 
陸羽 1896. 8. 31 17 : 06 7.0 209 779 5792 3245 32 
姉川 1909. 8. 14 15 : 30 6.9 41 784 978 2444 
秋田仙北 1914. 3. 15 4 : 59 6.4 94 324 640 575 3 
千々石湾 1922. 12. 8 1 : 50 6.5 26 39 195 661 
関東大 1923. 9. 11 : 58 7.8 142807 103733 128266 126233 147128 868 
北但馬 1925. 5. 23 11 : 10 6.5 428 834 1295 733 2180 
北丹後 1927. 3. 7 18 : 27 7.5 2925 7806 12584 10841 3711 
北伊豆 1930. 11. 26 4 : 03 7.0 272 572 2165 5516 75 
男鹿 1939. 5. 14 : 58 7.0 27 52 479 858 9 
鳥取 1943. 9. 10 17 : 37 7.4 1083 6153 7485 6158 152 
東南海 1944. 12. 7 13 : 35 8.0 998 2135 26130 46950 3059 
二河 1945. 1. 13 3 : 38 7.1 1961 896 5539 11706 
南海 1946. 12. 21 4 : 19 8.1 1432 2632 11591 23487 2598 1451 -. 
福井 1948. 6. 28 16 : 13 7.3 3895 16375 35420 11449 3691 
1952十勝沖 1952. 3. 4 10 : 23 8.1 33 287 815 1324 20 
新潟 1964. 6. 16 13 : 01 7.5 26 447 1960 6640 290 
1968十勝沖 1968. 5. 16 9 : 49 7.9 52 330 673 3004 13 
伊豆半島沖 1974. 5. 9 8 : 33 6.9 29 78 46 125 5 
伊豆大島近海 1978. 1. 14 12 : 24 7.0 25 139 94 539 
宮城県沖 1978. 6. 12 17 : 14 7.4 28 11028 1383 6338 
日本海中部*1 1983. 5. 26 12 : 00 7.7 104(100) 163(74) 934 (10) 215(499) 52(52) 
長野県西部 1984. 4. 14 8 : 48 6.8 29 10 14 73 
北海道南西沖 1993. 7. 12 22 : 17 7.8 234 236 279 108 450*6 
=陸地震津波 1896. 6. 15 20 : 00頃 7.1 27122 9316 8891寧2
=陸地震津波 1933. 3. 3 3 : 00頃 8.3 3008 1152 2346 *3 249 4917*4 
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* 1 : ( )内は海波による彼害で内数 *2:流失全半犠数 *3:津波による被害
*4:他に家屋浸水4329 * 5 :他に家屋浸水37195 * 6 :その内振動による倒犠家屋も含んでいる















壊による死亡者3人 (10.7%)， ショッ ク ・発作による




































表3 新潟地震における死亡者(新潟県 ・山形県 ・秋田県)の被害原因の内訳
県 死亡者 重傷者 軽傷者 負傷者 計
新潟 14 40 328 368 3821 
山形 9 65 74 
秋田 5 24 29 
福島 12 12 
計 28 469 497 
， 
要因 倒壊家屋下敷(屋内〉 斜面 ・土砂崩壊 転倒物体の下敷 石塀 ・ブ ショック
津波 その他 計 |
振動 斜面 ・土砂崩嬢 (屋外) 屋内 屋外 ロック塀 発作
iEh3 、
年齢 ・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計
o - 4 2 2 2 
5 -- 9 2 31 
10 '" 19 1 *3 2 
20 '" 29 1牢l 3 3 
30 '" 39 3 3 
40 --49 1 2 3 
50 --59 1 
60 --69 2 2 5 6 
70 -- 2 1寧2 2 3 
不明 2 2 2 



























要因 倒填家屋下敷(屋内) 斜面 ・土砂崩壊 落下物 転倒物の下敷 転倒 ・
合計
振動 斜面 ・土砂崩場 (屋外) 屋内 屋外 屋内 屋外 転落
年齢 ・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 三十
o - 4 6 7 2 9 
5 -- 9 2 2 2 2 4 
10 --19 
20 --29 2 3 3 
30 --39 2 3 5 
40 --49 2 3 3 
50 --59 
60 --69 .ー 3 4 4 
70 -- 2 
計 9 4 2 2 5 7 17 15 32 
の被害原因の内訳 (判明分)新潟地震における軽傷者(新潟市、山形県)表5
要因 倒境家屋下敷(屋内) 落下物 転倒物体の下敷 転倒・ 火災 ・ ショック 事4討、ラス 衝突 その他 メじ弘3、 5十
振動 斜面・土砂崩壊 転落 熱湯 -発作屋内 屋外 屋内 屋外
年齢・糊 IJ 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 3十
0--4 2 2 
5 --9 2 2 2 3 5 
10--19 2 6 7 
20 --29 8 8 3 3 2、 2 2寧116 17 33 
30 --39 3 3 2 7 4 1 1 
40 --49 7 6 2 2寧3 1 7 18 
50 --59 3 5 4 4 13 17 
60 --69 2 6 2 3 9 12 
70 -- 2 3 








種別 裂創刺創 捻挫挫傷 骨折 打撲 ショック 合計
年齢・糊 IJ 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 五十
0--9 
10--19 3 4 5 
20--29 4 5 2 4 4 7 17 1 28 
30--39 2 2 3 7 2 9 
40--49 3 2 4 3 9 5 14 
50--59 2 2 9 2 12 14 
60--69 7 9 10 
70-- 2 2 3 
' 
言十 8 1 5 7 5 15 30 41 42 83 
一
(3) 
種別 熱傷 骨折 切断 打撲 捻挫挫傷 合計
年齢・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計
0--9 2 3 
10 --19 
20 --29 2 2 3 
30 --39 2 3 
40 ，._ 49 2 3 3 
50 --59 
60 ，._ 69 3 3 4 
70 -- 2 














































































要因 倒壊家屋下敷(屋内) 斜面・土砂崩境 落下物 転倒物体の下敷 石垣・ブ 火災 ・ ショック
津波 その他 .gコ 計
振動 斜面・土砂崩場 (屋外) 屋内 屋外 屋内 屋外 ロック塀 熱湯 -発作
年齢・似リ男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 5十
0--4 2 2 3 3 6 . 
5 --9 
10---19 2 3 2 3 5 
20 --29 4 6 7 
30 --39 2 2 1 1 *1 4 4 8 
40 --49 2 2 5 3 8 
50 --59 2 2 2 
60 '"'J 69 2 3 3 5 8 
70 '"'J 2 3 4 









要因 斜面・土砂崩境 落下物 転倒物体の下敷 石塀・ブ 転倒・ 火災・ ショック ・ ~ 言十
(屋外) 屋内 屋外 屋内 屋外 ロック塀 転落 熱湯 発作
年齢・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 言十
o -.， 4 
5.._ 9 
10 -.， 19 2 3 
20 ._ 29 3 2 5 
30 ，. 39 2 4 4 5 9 
40 -.， 49 2 
4‘ 
50 -.， 59 2 3 4 
60 ，. 69 . 2 2 3 
70 ~ 3 3 
5十 3 2 9 7 3 2 1 20 31 
1968年十勝沖地震における軽傷者 (青森県)の被害原因の内訳(判明分)表10
要因 斜面・土砂崩壊 転倒物体の下敷 石塀・ブ
転倒・転落 メ仁当3、 計
屋外 ロック塀(屋外) 屋内
年齢・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計
o .4 
5 ，_ 9 
10 ._ 19 3 12 3 12 15 
20 --29 2 -
30 ._ 39 
40 --49 
50 --59 
60 --69 2 2 
70 -.， 






































































































要因 倒墳家屋下敷(屋内) 斜面 ・土砂崩嬢 転倒物体の下敷 石塀 ・ ショック・
振動 斜面 ・土砂崩壊 (屋外) 屋内 屋外 ブロック塀 発作
年齢 ・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
o -4 




40 --49 2 
50 --59 2 
60 --69 2 
70 -- 4 
5十 3 3 3 6 9 2 
表14 宮城県沖地震における負傷者(宮城県)の被害原因の内訳 (判明分)
内 訳 屋内外別 年 齢 男Ij 5十原 因別 性別l 屋内 屋外 。--6 7 --15 16--40 41 --60 61--
石塀 ・ブロック塀 男
6 3 6 
女 17 2 4 4 5 2 17 
倒竣家屋の下敷 男
4 6 3 5 10 
女 9 4 3 7 3 13 
落 下 物
男 77 44 24 13 42 32 10 121 
女 124 29 13 15 59 41 25 153 
家 ヲ目『主 倒 れ
男 57 16 8 1 13 9 -57 
女 133 12 8 48 35 30 133 
力、 男 82 5 5 9 55 12 6 87 
フ ス
女 6 10 134 81 27 10 134 
火災 熱湯
男 19 2 4 10 6 21 
• 
女 27 3 6 13 5 27 
転倒 転落 男
55 23 13 7 29 14 15 78 
• 
女 147 53 13 8 70 50 59 200 
そ の f也 男 7 9 3 8 4 16 
女 12 2 12 8 29 17 7 
不 明 男
12 32 3 4 14 20 3 44 
女 91 36 1 5 48 43 20 127 
言十
男 313 127 69 46 173 106 46 440 
女 677 156 57 55 331 229 161 833 
メEh3、 計 990 283 126 101 504 335 207 1273 
表15 宮城県沖地震(仙台市)における重傷者の被害原因 (判明分)
倒犠家屋下敷 (屋内) 落下物 転倒物体の下敷 石塀・プ 転倒・ 火災 ・ 台、ラ ス 衝突
ロック塀 転落 熱湯振動 斜面・土砂崩壊 屋内 屋外 屋内 屋外
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
2 2 2 2 
2 
2 3 3 
2 4 
2 2 2 3 3 
3 1 1 2 3 3 9 2 
4 2 9 
5 3 1 18 












2 6 8 














一男 女 男 女 計 |
6 6 12 
3 2 5 
6 7 13 
2 3 12 15 
4 13 17 
4 1 21 32 
2 17 19 
3 27 30 





































負傷した6人 (28.6%)，落下物による 4人 (19.0%)，
屋内での家具の転倒による 3人 (14.3%)である。
表16 浦河沖地震における重傷者の被害原因の内訳
要因 落 下 物 転倒物体の下敷
転倒 ・転落 火災 ・熱湯 ~ 言十
屋内 屋外 屋内 屋外
年齢 ・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 言十
o - 9 
10 - 19 
20 - 29 
30 ，_ 39 
40 --49 2 2 
50 --59 2 1 4 4 
60 --69 2 3 7 7 
70 -- 2 4 5 
言十 4 3 7 3 3 4 17 21 
， 
表17 浦河沖地震における軽傷者の被害原因の内訳
要因 落 下 物
転倒 ・転落 火災 ・熱J湯 1iラス その他 必E3L 計
屋 内 屋外
年齢 ・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計
o -9 9 3 4 13 6 19 
10 --19 3 2 2 2 6 4 10 
20 --29 4 5 2 6 3 6 6 17 17 34 
30 --39 7 5 3 4 2 7 17 24 
40 --49 3 3 2 4 2 6 10 16 
50 --59 7 2 3 3 7 12 19 
60 --69 5 2 9 1 
70 ，_ 3 3 2 3 7 6 13 















者である。そのほか，熱傷したものが 6人 (28.6%)， 
切傷と捻挫・挫傷したもの各2人 (9.5%)，胸部圧迫は
l人 (4.8%)である。軽傷者の場合には，打撲が一番




























種別 熱傷 骨折 胸部圧迫 切断 捻挫挫傷 合計





40 ，_ 49 2 2 
50 ，_ 59 2 4 4 
60.， 69 3 2 7 7 
70.， 3 4 5 
























種別 切傷 裂傷 熱傷 打撲 その他 合計
年齢・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 5十
0.， 9 4 7 3 13 6 19 
10 -19 4 2 2 6 4 10 
20，_ 29 6 10 2 6 3 2 3 17 17 34 
30""'" 39 3 5 3 2 9 7 17 24 
40，_ 49 2 4 4 3 2 6 10 16 
50.， 59 3 2 3 7 7 12 19 
60 .， 69 5 2 9 11 
70 -- 2 3 3 3 7 6 13 























































人 口*3 死亡者 行方不明者 5十 比率
男 女 言十 男 女 男 女 % 
稲穂 75 106 125 231 5 8 3 16 6.9 
4・
宮津 127 200 194 394 
球浦 56 87 85 172 2 3 1.7 
奥尻 615 812 807 1619 7 23 31 *2 1.9 
赤石 77 120 124 244 
湯浜本4 160 160 。160 
北部計 1110 1485 1335 2820 13 33 3 50 1.8 
松江 90 104 19 223 17 13 2 32 14.3 
富里 43 65 60 125 ， 0.8 
青苗 504 677 724 1401 41 46 12 9 108 7.7 
米岡 31 40 37 77 2 2 4 5.2 
湯浜*5 27 33 32 65 2 3.1 
南部計 695 919 972 1891 62 62 12 1 147 7.8 







要因 倒壊家屋下敷 (屋内) 斜面・土砂崩填
火災 ・熱湯
ショック ・
津波 その{也 メC3k 計
振動 斜面・土砂崩壊 (屋外〉 発作
年齢 ・性男Ij 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 百十
O，._ 4 2 2 2 2 4 
5，._ 9 2 4 2 4 6 
10 ，._ 19 6 4 l本1 7 4 1 
20 ，._ 29 2 3 
30 ，._ 39 6 6 6 6 12 
40 ~ 49 8 9 9 1 20 
50 ，._ 59 6 15 17 17 23 40 
60 ，._ 69 2 4 23 19 25 24 49 
70 ，._ 3 l 17 22 20 25 45 






* 2 :津波により死亡した164人の内、津波で倒壊した自宅の下敷による死亡者5人、波に流されて漂流物にあたるな どした死
亡者26人 (脳挫傷、全身打撲、複雑骨折など)、その他は溺死である。































































要因 倒壊家屋下敷 (屋内)斜面・土砂崩壊 落下物 転倒物体の下敷 石塀・ブ 火災 ・ ショック
津波 その他 合計
振動 斜面・土砂崩墳 (屋外) 屋内 屋外 屋内 屋外 ロック塀 熱湯 -発作
年齢・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計
o ~ 9 3 3 2 2 . 6 3 4 6 18 14 32 
10 ~ 19 2 3 6 4 11 9 20 
20 ~ 29 2 2 5 2 4 13 17 
30 ~ 39 2 5 2 7 6 2 16 1 1 27 
40 ~ 49 2 2 2 4 2 2 9 10 18 19 37 
50 ~ 59 2 3 8 2 15 17 20 29 49 
60 ~ 69 3 2 5 3 3 2 2 2 23 20 32 38 70 
70 -- 2 3 6 5 2 2 3 17 22 25 40 65 
不明 2 2 2 




要因 倒域家屋下敷 (屋内) 斜面・土砂崩壊 落下物 転倒物体の下敷 石塀・ プ転倒 ・火災 ・ショック
衝突 その他 合計
(屋外) ロック塀 転落 熱湯 -発作
ガラス
振動 斜面・土砂崩壊 屋内 屋外場所不明 屋内 屋外
年齢・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計
o - 9 8 3 2 2 2 3 15 13 28 
10 ~ 19 2 2 5 9 . 
20 --29 2 3 4 2 2 3 10 12 221 
30 ，_ 39 3 2 4 6 3 9 21 301 
40 --49 2 2 5 3 10 14 24 
50 --59 3 2 2 2 3 12 2 4 13 28 41 
60 --69 2 5 3 17 3 30 33 
70 -- 5 4 22 5 35 40 
計 9 7 4 7 17 4 7 4 6 15 2 4 7 13 23 60 5 16 2 6 5 70 157 227 
軽傷者の合計(新潟、 '68年十勝沖、 宮城県沖、浦河沖)表24
.; 
要因 倒嬢家屋下敷 (屋内) 斜面・土砂崩壊 落下物 転倒物体の下敷 石塀・プ転倒 ・火災 ・ショックガ.ラス 衝突 その他 合計
(屋外) ロック塀 転落 熱湯 -発作振動 斜面・土砂崩墳 屋内 屋外場所不明 屋内 屋外
年齢・性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 五十
o - 9 2 2 9 3 2 4 15 1 26 
10 --19 3 12 3 2 3 15 17 32 
20 --29 5 9 10 6 3 9 9 3 3 34 35 69 
30 --39 7 4 8 3 2 14 '22 36 
40 -.， 49 3 3 9 7 5 2 2 17 18 35 
50 -.， 59 7 4 6 2 3 3 4 2 1 25 36 
60 -.， 69 4 7 5 2 7 18 25 
70 -.， 3 3 2 2 3 8 8 16 
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Human casualties caused by earthquakes， espacialy the number of people who lost life on earth-
quake， have been quite decreased m recent years. However， with the development of mordemzatlOn and 
cltifizatlOn， the causes of human casualties become more complicate. Therefore mvers1tlgating into the 
causes of human casualtles on recent earthquakes lS fundamental to formulate new d1saster prevention 
plan. For this purpose， we investigated 6 earthquakes occured in recent thirty years: Nngata (1964): 
1968 Tokachi-Oki; Izu-Ohshima-Kinkm (1978); 1978 Miyagi-Ken-Oki; Urakawa-Oki (1982) and 1993 
Hokkaido-Nansei-Okl earthquakes. According to these 6 earthquakes the main causes of human casu-
altles are d1scussed. 
J 
(14) 
